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（目次）
１ はじめに

（１）総合計画の意義

（２）総合計画の期間

（３）総合計画の構成

（４）将来推計人口

２ 基本構想

（１）めざすまちの姿

（２）具体的なめざすまちの姿（政策の章立て）

３ 基本計画

～ より具体的なめざすまちの姿（政策）～

第１章 未来を担う人材が豊富な酒田

政策１ 市民参画でつくる協働のまち

政策２ 大学とともにつくる「ひと」と「まち」

政策３ 公益の心を持ち明日をひらく子どもたちを育むまち

政策４ 学びあい、地域とつながる人を育むち

第２章 域内経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田

政策１ 地域経済を牽引する商工業が元気なまち

政策２ 「港」の物流機能により産業競争力が高いまち

政策３ 地元でいきいきと働くことができるまち

政策４ 夢があり、儲かる農業ができるまち

政策５ １００年続く森林（もり）を造り、活かすまち

政策６ 恵み豊かな水産を活かすまち

第３章 ファンが多く、移住者・定住者・観光客が増加する酒田

政策１ 移住者・定住者が増えるまち

政策２ 「おもてなし」があふれ、交流でうるおうまち

政策３ 「港」発の交流で賑わうまち



（目次）
第４章 それぞれの暮らしに合ったサポートがある酒田

政策１ 誰もがいきいきと暮らしやすいまち

政策２ 結婚･妊娠･出産･子育ての希望がかなうまち

政策３ 健康でいつまでも活躍できるまち

第５章 地域のつながりと安全・安心にあふれた暮らしやすい酒田

政策１ 住民と行政の協働による地域運営ができるまち

政策２ 美しい景観と環境を「全員参加」でつくるまち

政策３ 地域との連携でつくる安全・安心なまち

政策４ 「暮らしの足」が維持されるまち

第６章 都市機能が強化され、賑わう酒田

政策１ ひと・もの・情報が集い、魅力と賑わいを創出するまち

政策２ 交流の基盤となる高速交通ネットワークの実現に向けて一丸となって

取り組んでいるまち

政策３ 将来にわたり快適に利用できる生活インフラが整備されているまち

４ 行財政運営の方針

（１）効率的な行財政運営による市民サービスの維持・向上

（２）持続可能な財政基盤の確立

５ 土地利用構想

（１）土地利用の基本方針

（２）土地利用の基本的配置

（３）土地利用区分別の基本方向

※別冊（資料編）

市民共有のまちづくり計画であるために（第２次酒田市総合計画策定の経過）

































































































































































資料編（別冊とする場合も）

～市民共有のまちづくり計画であるために～
（第２次酒田市総合計画策定の経過）

●総合計画審議会委員名簿

●総合計画審議会の審議経過、審議の様子

●総合計画審議会 各委員インタビュー集

●有識者インタビュー集

●総合計画未来会議の取組み経過、対話の様子

●総合計画未来会議参加者名簿（１回でも参加してくださった皆様）

●総合計画策定職員作業班の取り組み経過、原案等検討の様子
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（裏表紙）




